
武蔵野大学　令和７（2025）年度 【令和7年3月2日実施】
一般選抜C日程問題　　数学Ⅰ・Ⅱ・A・B（数列）・C（ベクトル）【正答】

1 3 記述3

解答記号 正答 解答記号 正答 別掲
ア ⓪ ア ⓪
イ ① イ ⓪
ウ ② ウ ⓪
エ ④ エ ⑤
オ ② オ ②
カ ⑥ カ ②
キ ② キ ②
ク ⑦ ク ⑤
ケ ⑦ ケ ①
コ ② コ ②
サ ② サ ⊝
シ ⑤ シ ⑧
ス ② ス ⓪
セ ① セ ①
ソ ⑥ ソ ⑤
タ ① タ ④
チ ⓪ チ ①
ツ ① ツ ⑤

テ ②
ト ⑤
ナ ③
二 ②

2 4 記述4

解答記号 正答 解答記号 正答 別掲
ア ④ ア ①
イ ② イ ④
ウ ② ウ ①
エ ② エ ②
オ ⊝ オ ⓪
カ ① カ ⓪
キ ⑥ キ ②
ク ① ク ⓪
ケ ⓪ ケ ③
コ ⓪ コ ③
サ ⑤ サ ③
シ ⊝ シ ①
ス ⑧ ス ③
セ ⊝ セ ③
ソ ④ ソ ①
タ ① タ ⓪
チ ⑧ チ ③
ツ ④ ツ ②
テ ⊝ テ ③
ト ① ト ①
ナ ① ナ ②
二 ⑥ 二 ⑦
ヌ ⊝
ネ ①
ノ ⓪
ハ ⓪
ヒ ⊝
フ ⑤



記述 3 の解答例

2次関数 y = ax2 + bx+ cは x = 2で最大値 1をとるので, a < 0で
あり,

ax2 + bx+ c = a(x− 2)2 + 1

となる。
a(x− 2)2 + 1 = ax2 − 4ax+ 4a+ 1

より,

b = −4a · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 1⃝
c = 4a+ 1 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 2⃝

が得られる。
y = ax2 + bx+ cのグラフは x軸と異なる 2点 A, Bで交わるので,

方程式 ax2 + bx + c = 0は異なる 2つの実数 α, β (α < β)を解にも
ち, 線分 ABの長さが 2であることから,

β − α = 2

となる。さらに, 解と係数の関係から,

α+ β = − b

a

αβ =
c

a

であり,

(β − α)2 = (α+ β)2 − 4αβ =
b2

a2
− 4c

a

より,

b2

a2
− 4c

a
= 4 · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · 3⃝

が得られる。 1⃝～ 3⃝から,

a = −1, b = 4, c = −3

となり, a < 0を満たしているのでこれが求める値である。



記述 4 の解答例

(1) このゲームを 4回行い, 2回勝ち, 1回負け, 1回引き分ける場合の数
は, 4回中, 何回目に負け, 何回目に引き分けるかの場合の数と同じで
あり, この場合の数は,

4P2 = 12(通り)

となる。p+ q+ r = 1より, r = 1− p− qであり, 4回のゲームは互い
に独立な試行であるので, 求める確率は,

4P2p
2qr = 12p2q(1− p− q)

となる。

(2) このゲームを 4回行い, 1回勝ち, 3回引き分ける場合の数は, 4回中,

何回目に勝つかの場合の数と同じであり, この場合の数は,

4C1 = 4(通り)

となる。p = qより, r = 1 − 2pであり, 4回のゲームは互いに独立な
試行であるので, 求める確率を g(p)とすると,

g(p) = 4C1pr
3 = 4p(1− 2p)3 = 4

(
p− 6p2 + 12p3 − 8p4

)
となる。r ≧ 0より, (0 ≦) p ≦ 1

2
であり,

g′(p) = 4
(
1− 12p+ 36p2 − 32p3

)
= 4(2p− 1)2(1− 8p)

より, g(p)の増減表はの通りとなる。

p 0 · · · 1
8 · · · 1

2

g′(p) + 0 −
g(p) 0 ↗ 27

128 ↘ 0

したがって, g(p)が最大となる pの値は 1

8
である。

(3) 三角関数の合成を用いることで,

f(θ) = r = 1− (p+ q)

= 1−

(√
2

2
sin θ +

√
2

2
cos θ

)
= 1− sin

(
θ +

π

4

)

となる。したがって,

0 ≦ θ ≦ π

2
における

y = f(θ)のグラフは右
図の通りとなる。

θ

y

O

1− 1√
2

π

2

π

4
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